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概要 
医療費抑制､在院日数の短縮化に伴い、障害や病気を抱えながら退院することが多くなっている。
また、家族形態の変化により在宅での介護が困難になってきている。しかも高齢患者の場合、生理的
諸機能や予備力･回復力の低下などから慢性の経過をたどることが多い。そのため短期間の入院であ
っても退院後には何らかの日常生活上の援助が必要となることが多く、必ずしも全ての人が自宅に退
院できるわけではない。また、高齢患者の退院に関する決定の多くが、医療者や家族など他者によっ
て決定されているのが現状である。しかし高齢患者は、その他者の決定に適応しようと努力している。
その適応を促す援助として、高齢患者を決定の場に参加させ、決定にかかわる者と話合うことが有効
である。患者･家族の退院に関する考えの変化に注目しながら、入院時から退院後の生活を考えた、
退院支援システムの構築することによって、患者･家族双方が納得､安心して退院できると考える。 
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高齢患者の退院に関
する考えの変化に注
目する 
高齢患者の退院支援に関するシステム 
高齢患者の退院はその
多くが家族と医療者に
よって決定されている
のが現状 
入院初期には､患者･家族とも退院後の生活や生
活の場についての関心は低い。そのため、患者
の回復状況とあわせながら、医療者のかかわり
が患者･家族の考えの変化に影響することを熟
慮した上で、援助していくことが必要であり､
退院支援システムの構築が必要である 
シーズ 
シーズ
高齢者の退院に関する研
究では、退院先を左右す
る要因や退院指導、退院
計画、クリティカルパス
などが報告されている。
しかし、退院の当事者で
ある高齢患者の退院に関
する考えを丁寧に掘り起
こしたものはない。 
高齢患者は他者に退院に関
することを決定されたとし
ても、その人なりに適応し
ようと努力している。適応
を促すには、高齢患者が退
院に関する決定の輪の中に
参加することが必要 
高齢患者自身が自己の
退院に関する決定に関
与し、スムーズに退院で
きるシステムの構築
 高齢患者の退院
にかかわる援助
